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ンクするルーター・システムの役割を果たす CISC（Customer Information Service Center）の設置を提案し
 －166－
 －167－
ている。次に、すでにこのCISCに該当すると考えられる日本企業数社の事例を分析し、DCM実現のための業務
戦略としてCISCが有用であることを検証している。さらに運営主体やメディアの違いなどから複数のタイプの
CISCが存在しうること、CISCの展開可能性などについて検討している。 
 本論文は主にSCMからDCMへ展開する要因の究明やDCMを実現するための業務戦略、システム構築に主な焦
点を当て、SCMとDCMの統合に関わる検討までには至らず今後の課題として残されている。また、DCMをシステ
ムとして具体化するためには顧客ニーズを付加価値増殖機能にいかに変換し、活用していくのか等の議論が必
要になるが、課題の提示に留まっており、今後の検討課題として残されている。こうした課題があるものの、
SCMの発展プロセス、及びDCMへ展開する要因、DCMの基本的な概念構成、それを実現するCISCを中心とする
具体策、及びシステム構築のフレームワークを独自な視点から研究し、実効性のある提案を行ったことは、SCM
研究及びその発展概念としてDCM研究に大きな貢献するものと評価し、博士（経営学）を授与することに値す
ると判断する。 
 
